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研究概要
本研究は、公害問題に関する体験者の語りや一次資料を活用して非体験者が公害地域の生活史
を学び、表現することで他者へと継承する実践（公害経験継承実践）がいかなる価値観形成につ
ながるかを検証することを目的とする。日本における公害反対運動は、環境不正義との闘いで
あったが、そこで提起された環境正義を求める価値観は、今日に十分に学習・継承されてきたと
は言えず、今日の環境問題の深刻化に対して積極的な示唆を与えることができていない。
本研究は、⑴継承活動の設計、⑵継承活動の実施、⑶継承活動の効果検証の 3つのステップ

で遂行する。⑴継承活動の設計では、公害経験継承の実践活動の評価指標を検討する。⑵継承
活動の実施では、大学生が公害の同時代的体験者の聞き書き作品制作とインタビュー映像制作に
取り組む。公害の非体験者が、同時代体験者の多様な生活史と関連一次資料を調査することで、
まず様々な加害と被害が交錯し得る状況を理解する。公害経験から学び取った教訓を表現する活
動を通して、価値観形成を試みる。⑶継承活動の効果検証では、継承活動の記録を分析し、評
価指標によって活動の価値観形成効果を明らかにする。
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